
お知らせ

各区域の担当者　
区域名 担当委員 副担当委員

第
１
区

高梁、松山、落合町近似、
高倉町大瀬八長、玉川町 伊逹千鶴子 小野貫治

津川町 小野昌道 西村匡弘
落合町（近似を除く） 山川光男 佐々木祥夫

第
２
区

川面町 西村匡弘 小野昌道
巨瀬町 三村憲市 惣田敏郎
中井町 惣田敏郎 三村憲市

第
３
区

宇治町 小物博子 小見山力信
高倉町（大瀬八長を除く） 小見山力信 小物博子
松原町 佐々木祥夫 山川光男

第
４
区

有
漢
町

信清、大谷、羽場、山形、下市、
市場、中市、古市 藤本久也 河原里美
上市、貞守、畦地、鈴岳、城下、
元重 河原里美 藤本久也

八幡、茶堂、大塚、土居、上
横見、下横見、安元、垣元 土岐康夫 綱島謙一

西組、中組、上大谷、神明、川関上、
川関下、金倉、上組、垣上 綱島謙一 土岐康夫

区域名 担当委員 副担当委員

第
５
区

成
羽
町

佐々木、星原、
成羽、羽山 渡邉佳明 平松伸行
下原、下日名、
上日名 平松伸行 渡邉佳明
布寄、長地、相
坂、羽根、小泉 清水健治 佐藤俊二

吹屋、坂本、中野 佐藤俊二 清水健治

第
６
区

川
上
町

地頭、下大竹 前﨑輝之 福武政夫
七地、三沢、領
家、臘数、吉木 福武政夫 前﨑輝之

仁賀、上大竹 田平太郎 山元憲民
高山市、大原、
高山 山元憲民 田平太郎

第
７
区

備
中
町

富家 小西雅己 瀬戸川伸行
平川 瀬戸川伸行 小西雅己
湯野 中　浩徳 野村幸市
西山 野村幸市 中　浩徳

　農業委員会等に関する法律に基づき、以下の人が市長から農業委員に任命され、７月 20 日開催の高梁市農業
委員会臨時総会で会長および会長代理を選出しました。また、農地利用最適化推進委員が農業委員会長から委嘱
されました。両委員の任期は令和５年７月 20 日から令和８年７月 19 日までの３年間です。

高梁市農業委員会の新体制が決まりました

農業委員　●会長　土
と
岐
き
康
やす
夫
お

　●会長代理　小
こ
西
にし
雅
まさ
己
み

小
お

野
の

貫
かん

治
じ

　 （新町） 伊
だ

逹
て

千
ち

鶴
づ

子
こ

（松山） 小
お

野
の

昌
まさ

道
みち

（津川町今津） 三
み

村
むら

憲
けん

市
いち

（巨瀬町）

惣
そう

田
だ

敏
とし

郎
ろう

（中井町津々） 小
こ

物
もの

博
ひろ

子
こ

（宇治町穴田） 佐
さ

々
さ

木
き

祥
よし

夫
お

（松原町松岡） 土岐康夫（有漢町有漢）

藤
ふじ

本
もと

久
ひさ

也
や

（有漢町有漢） 綱
つな

島
しま

謙
けん

一
いち

（有漢町上有漢） 渡
わた

邉
なべ

佳
よし

明
あき

（成羽町下原） 清
し

水
みず

健
けん

治
じ

（成羽町小泉）

佐
さ

藤
とう

俊
しゅん

二
じ

（成羽町中野） 福
ふく

武
たけ

政
まさ

夫
お

（川上町七地） 田
た

平
ひら

太
た

郎
ろう

（川上町仁賀） 前
まえ

﨑
さき

輝
てる

之
し

（川上町下大竹）

小西雅己（備中町布賀） 瀬
せ

戸
と

川
がわ

伸
のぶ

行
ゆき

（備中町平川） 中
なか

●
そ

浩
ひろ

徳
のり

（備中町東油野）

農地利用最適化推進委員
●第１区  山

やま
川
かわ

光
みつ

男
お

 （落合町阿部） ●第２区  西
にし

村
むら

匡
まさ

弘
ひろ

（川面町）  ●第３区  小
こ

見
み

山
やま

力
りき

信
のぶ

 （高倉町田井）　
●第４区  河

かわ
原
はら

里
さと

美
み

（有漢町有漢）  ●第５区  平
ひら

松
まる

伸
のぶ

行
ゆき

（成羽町下日名）  ●第６区  山
やま

元
もと

憲
のり

民
たみ

（川上町高山市）  
●第７区  野

の
村
むら

幸
こう

市
いち

（備中町西山）

し
ゃ
く
や
く
栽
培
者
募
集

　
本
市
は
西
日
本
有
数
の
し
ゃ
く
や
く

産
地
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
び

ほ
く
花
木
部
会
で
は
現
在
42
戸（
１
・

95
ヘ
ク
タ
ー
ル
）が
栽
培
し
て
い
ま
す

が
、
栽
培
者
の
減
少
に
よ
り
産
地
の
維

持
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
部
会
で

は
、
市
内
で
し
ゃ
く
や
く
を
栽
培
し
販

売
す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
面

積
１
ア
ー
ル
以
上
）

　

し
ゃ
く
や
く
は
初
期
投
資
が
少
な

く
、
ま
た
、
定
植
後
の
栽
培
管
理
も
４

月
の
摘て
き
蕾ら
い
と
５
月
の
収
穫
・
出
荷
が
主

な
作
業
で
あ
る
た
め
取
り
組
み
や
す
い

品
目
で
す
。
栽
培
技
術
は
花
木
部
会
の

講
習
会
な
ど
で
習
得
で
き
ま
す
。
３
年

目
か
ら
収
穫
が
可
能
で
あ
り
、
10
ア
ー

ル
あ
た
り
の
所
得
目
標
は
33
万
円
で

す
。

　
し
ゃ
く
や
く
栽
培
に
取
り
組
ん
で
み

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
高
梁
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
☎
22
‐
８
８
１
１

問農業委員会事務局☎ 21-0226 高
梁
市
農
業
者
等
物
価
高
騰

対
策
支
援
金

　
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い

る
農
業
者
等
の
営
農
負
担
を
軽
減
し
、

今
後
も
継
続
し
て
事
業
に
取
り
組
め
る

よ
う
農
業
者
等
に
支
援
金
を
交
付
し
ま

す
。

対
象
者　
次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す

る
農
林
漁
業
者

①
令
和
４
年
の
確
定
申
告（
法
人
税
・

所
得
税
）、
も
し
く
は
市
民
税
・
県
民

税
の
申
告
を
行
っ
て
い
る
。

②
令
和
５
年
７
月
１
日
時
点
で
高
梁
市

内
に
住
所
、
ま
た
は
主
た
る
事
業
所
を

有
し
、
引
き
続
き
農
林
漁
業
を
継
続
す

る
意
思
が
あ
る
。

③
令
和
４
年
に
農
林
漁
業
収
入
が
３
万

円
以
上
あ
る
。（
法
人
は
10
万
円
以
上
）

④
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
。

交
付
額　

個
人
…
３
万
円
／
法
人
…

10
万
円（
申
請
は
１
回
限
り
）

申
請
方
法　
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
に

必
要
書
類
を
添
え
て
令
和
６
年
１
月
31

日（
水
）ま
で
に
農
林
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
農
林
課
、
各
地
域

局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て

い
る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

必
要
書
類　
令
和
４
年
の
確
定
申
告
書

の
写
し
、
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
の
写

し
、
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
）の
写
し
。

問
農
林
課

☎
21
‐
０
２
２
３

高
梁
市
畜
産
飼
料
高
騰
対
策

支
援
金

　
畜
産
飼
料
高
騰
の
影
響
に
よ
る
畜
産

農
家
な
ど
の
営
農
負
担
を
軽
減
し
、
生

産
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
今
後
も
継
続

し
て
事
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
畜
産
農

家
な
ど
に
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す

る
畜
産
農
家
な
ど

①
令
和
４
年
の
確
定
申
告（
法
人
税
・

所
得
税
）、
も
し
く
は
市
民
税
・
県
民

税
申
告
を
行
っ
て
い
る
。

②
令
和
５
年
７
月
１
日
時
点
で
高
梁
市

内
に
住
所
、
ま
た
は
事
業
所
な
ど
を
有

し
、
引
き
続
き
畜
産
業
を
継
続
す
る
意

思
が
あ
る
。

③
令
和
４
年
に
農
林
漁
業
収
入
が
あ

る
。

④
法
人
の
場
合
は
令
和
４
年
に
お
い
て

法
人
市
民
税
が
賦ふ

課
さ
れ
て
い
る
。

⑤
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
。

交
付
額　

乳
用
牛
１
頭
当
た
り
１
万

円
、
肉
用
牛
１
頭
当
た
り
１
万
円
、
繁

殖
牛
１
頭
当
た
り
４
千
円　
採
卵
鶏
１

羽
当
た
り
１
０
０
円
、
肉
用
鶏
１
羽

当
た
り
１
２
０
円
、
豚
１
頭
当
た
り

１
０
０
０
円

※
採
卵
鶏
、
肉
用
鶏
、
豚
に
つ
い
て
は

上
限
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法　
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
に

必
要
書
類
を
添
え
て
令
和
６
年
１
月
31

日（
水
）ま
で
に
農
林
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
農
林
課
、
各
地
域

局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て

い
る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

必
要
書
類　
令
和
４
年
の
確
定
申
告
書

の
写
し
・
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
の
写

し
、
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
）の
写
し
。

問
農
林
課
☎
21
‐
０
２
２
３

有
害
鳥
獣
対
策
補
助
金

　
有
害
鳥
獣
か
ら
農
地
を
守
る
対
策
と

し
て
、
野や

猪ち
ょ
等
防
護
柵
・
捕ほ

獲か
く
檻お
り
の
設

置
、
捕
獲
支
援
情
報
機
器
、
電
気
止
め

刺
し
器
購
入
な
ど
の
導
入
費
用
に
対
し

て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
防
護
柵
の
補
助
を
受
け
る
に
は
次
の
全

て
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
市
の
推
奨
す
る
基
準
に
基
づ
き
、
防

護
柵
１
０
０
ｍ（
野
猿
防
護
柵
30
ｍ
）以

上　
②
対
象
農
地
を
完
全
に
囲
う
こ
と　

③
市
内
で
農
林
作
物
を
生
産
し
、
市
税

を
完
納
し
て
い
る
人

※
過
去
に
当
該
補
助
金
を
受
け
て
設
置

し
た
防
護
柵
を
更
新
す
る
場
合
は
、
市

が
定
め
る
年
数
を
経
過
し
て
い
る
も
の
。

種
類
・
金
額

○
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
・
５
０
０
円

／
ｍ
以
下

○
電
気
柵（
線
・
送
電
機
セ
ッ
ト
）・

２
０
０
円
／
ｍ

※
送
電
機
本
体
１
基
に
つ
き
、
１
回
の

申
請
の
上
限
は
３
万
円
で
す
。
な
お
、

野
猿
防
護
柵
は
複
合
柵
と
な
り
金
額
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課
☎
21
‐
１
１
９
０

曽
曽

曽
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短
歌
短
歌  　
　
　
　

何何
と
な
く

と
な
く  

人
間
人
間
と
し
て

と
し
て  

吾
生
き
る

吾
生
き
る  

た
ま
た
ま
な
の
か

た
ま
た
ま
な
の
か  

必
然
な
の
か　
　

必
然
な
の
か　
　

一一ひ
と
ひ
と

片片ひ
ら
ひ
ら

遊遊ゆ
う
ゆ
う

子子しし

さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）  

俳
句
俳
句　
　
　
　

凜凜り
ん
り
ん

と
し
て

と
し
て  

深深み
や
ま

み
や
ま山山
に
ひ
と
り

に
ひ
と
り  

白白し
ろ
し
ろ

あ
ざ
み　
　

あ
ざ
み　
　

平平ひ
ら
ひ
ら

松松ま
つ
ま
つ

明明あ
き
あ
き

子子ここ

さ
ん（
上
谷
町
）

さ
ん（
上
谷
町
）  


